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Resurgence of Handicraft: Textile Makers Affected by the Earthquake in India 
 
































                                                   
1 国立民族学博物館 外来研究員 










































                                                   
2 林編著(2010,2015)、木村(2013)、鈴木(2016)、Kanetani(2006)など。 

































した世帯と工房の一部に対して継続的な世帯調査をおこない、2015 年と 2016 年には新村
と旧村において全戸世帯調査をおこなった。モノとしてアジュラクの変化を明らかにする
ために、道具である木版や布資料の調査をおこなった。 






4 詳細は（金谷 2008）を参照。 











インド西部地震は 2001 年 1 月 26 日に、インド西部グジャラート州カッチ県を震源地と
して、マグニチュードは 7.7 の規模で発生した。この地域は、過去にもたびたび大地震に襲
われてきた地震多発地帯である。死者数は、2 万人以上、うちカッチ県は 18,498 人であっ
た。死者、負傷者の多くは、倒壊した建造物の下敷きになったのが原因とされる。 
復興は、グジャラート州政府が中心になってすすめられた。州政府は、地震の 12 日後の





促進された（Kanetani 2006）。農村部では、おもに NGO が復興を担当した。したがって、
どの NGO がどのように関わったかによって、村ごとに復興の状況が異なることになった。 
 




った。D 村は、そのカッチ県の中東部に位置し、県の中心地であるブジ市から 80 キロメー
  
図 1.カッチ県地図（金谷 2015:142） 
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トル離れたところにある。D 村からの集団移転地として建設された新村の A 村は、D 村か
ら西に約 70 キロメートル離れたところ、カッチ県の中心都市であるブジ市から約 12 キロ
メートルという近さにある。 
D 村の人口は、1991 年の国勢調査では 1991 人であり、地震当時はおそらく 2000 人以上
いたと考えられる。この村の死者は 108 人、けが人は 57 人であった。レンガ積みやコンク
リートつくりの家が屋根から崩落し、多くの人が下敷きになったといわれている。 
この村のカースト構成は、表１のとおりであり、ヒンドゥー教徒が 8 グループ、ムスリム













表 1. 震災前 D村のカースト別世帯数 






                                                   
5 2011 年のセンサスによると、全人口は 1,210,854,977 人、そのうちムスリムの人口は 172,245,158 人 
であり、14.22 パーセントとなる(Office of the Registrar General & Census Commissioner 2011)。 



























   図 2.アジュラクの文様構成（筆者作成) 
 
                                                   
6 ハリジャンとは、「神の子」という意味であり、もと不可触カーストであった諸カーストに対して、差 
別的含意をもたない名称としてガンディーによって命名されたものである。 















れる。D 村にカトリーがスィンドから移住してきたのは、16 世紀末から 17 世紀初めとさ
れ 7とされ、すでに系譜は 10 代目、11 代目を数えている。 
D 村におけるアジュラク生産に変化をもたらした大きな契機は二つある。一つは、染料の







1970 年代なかばのことであった（金谷 2007:38）。インド中央政府による手工芸開発は 1950
                                                   
7 カッチの王、マハラオ・バルマルジーの在位である 1585-1631 年のあいだといわれている(金谷 2007: 
77)。 





































                                                   
8 その当時アジュラクの都市向けの商品がなかったことは、染織研究者の岩立広子も筆者によるインタビ 
ューで述べている（2015 年 5 月 20 日）。岩立は、1970 年代よりインド各地の染織工芸の生産地を調査し、 
染織品を蒐集してきた研究者であり、カッチ地方の産地の状況についても詳しい。 
































































（Edwards 2005, 2007, 2016、Dunning, David & Ronald, Emma 2007、三尾、金谷、上




















を織った布などの生産が、地元の NGO 主導によって新村周辺で試みられるようになった。 
                                                   
12 イスマーイール・カトリーのインタビューから（2016 年 2 月 19 日）。 
13 筆者も、国立民族学博物館の映像資料収集プロジェクトにおいて、アジュラクの技術の映像記録を行っ 
た（三尾、金谷、上羽 2008）。また、国立民族学博物館の企画展示「インド刺繍布のきらめき」（2008 年） 
において、アジュラクの展示をおこなった。 
14 アジュラク商品のファッションにおける展開については、Edwards (2016)が詳しく論じている。 






























たもの。                        (筆者所蔵・撮影) 
 





























大量のアジュラク商品を発注している（アブドゥルジャバル・カトリーのインタビューより、2015 年 8 
月 9 日）。 
 
    写真 3.ファッションブランド Bandhejの扱っているアジュラクのサリー(部分) 
(インドにて 2016年筆者撮影) 
 




















2015 年 2 月と 8 月におこなった旧村と新村の世帯調査によると、新村には、89 世帯、
477 人が居住している。稼働する工房は 42 軒である。一方で、旧村の D 村には、79 世帯、
445 人が居住し、60 軒の工房が稼働している。つまり、震災前に旧村に居住していた 115
世帯に比べて、新旧村あわせて 168 世帯へと、53 世帯も増加していることがわかる。また、



















































                                                   
17 実際には、染色労働者として少数のカトリー以外の人々が一時的に居住しているにもかかわらず、新村 
の住民たちは、それらの人々を村人として位置付けるのを拒否している。 









































                                                   
18 イスマーイール・カトリーのインタビュー（2016 年 2 月 19 日）。 









































                                                   
19 ただし、インドの行政区分では、木版捺染は手工芸と規定され、スクリーン・プリントは手工芸ではな 
いとされている。 
20イスマーイール・カトリー氏へのインタビュー（2016 年 2 月 19 日）。 





















































































                                                   
21 2017 年 3 月に現地を訪れた際、真正性をめぐる事態がさらに進展していることを観察した。 
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